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iStorage NSシリーズ用に用意されているソフトウェアについて説明します。

「オートランで起動するメニュー」（42ページ）
Windows上で動作する各種バンドルソフトウェアのインストールやオンライ
ンドキュメントを参照することができます。

「ESMPRO/ServerAgent, ServerManager」（43ページ）
本装置の統合的な管理をするアプリケーションです。インストールの手順や運
用時の注意事項などについて説明します。

「Universal RAID Utility」（51ページ）
本体に標準搭載されているRAIDコントローラや構築しているRAIDシステムの
保守・管理をするアプリケーションです。

「チーミング設定」（52ページ）
ネットワークアダプタおよびネットワークボードのチーミング設定を行う手順
を説明します。

「エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)」（57ページ）
本装置に何らかの障害が発生したときに自動で保守サービスセンターへ通報す
るアプリケーションです（別途契約が必要です）。

「装置情報収集ユーティリティ」（58ページ）
保守時や障害時などにサーバの各種情報を採取するユーティリティです。

「EXPRESSBUILDER」（60ページ）
本装置の保守・管理用のアプリケーションです。

「保守ツール」（65ページ）
保守ツールの使い方について説明します。

「システム診断」（69ページ）
診断ユーティリティの使い方について説明します。

ONL-570_010_01-100Ta-000-03-1006
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オートランで起動するメニュー
Windows2000+IE6.0、WindowsXP、Vistaまたは Windows Server 2003、Windows Server
2008 が動作しているコンピュータ上で添付の「EXPRESSBUILDER」CD-ROMをセットする
と、オートラン機能により自動的にメニューが起動します。

メニューからは、Windows上で動作する各種バンドルソフトウェアのインストールやオンラ
インドキュメントを参照することができます。

メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をクリックするか、右クリッ
クして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は、メ
ニューが動作しているシステム・権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選択できま
せん。適切なシステム・権限で実行してください。

セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その
ような場合は、一度光ディスクドライブから「EXPRESSBUILDER」CD-ROM
をイジェクトし、再度セットしてください。

ヒント

オンラインドキュメントの中には、PDF形式の文書で提供されているものもあ
ります。このファイルを参照するには、あらかじめAdobeシステムズ社製の
Adobe Readerがインストールされている必要があります。Adobe Reader がイ
ンストールされていないときは、あらかじめAdobeシステム社のインターネッ
トサイトよりAdobe Readerをインストールしておいてください。

ヒント

CD-ROMを光ディスクドライブから取り出す前に、メニューおよびメニュー
から起動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてくださ
い。

重要
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ESMPRO/ServerAgent, ServerManager
添付のDVD-ROM「iStorage NS100TaバックアップDVD-ROM」には、iStorage NSシリー
ズを管理するアプリケーション「ESMPRO/ServerAgent」がバンドルされています。
ESMPRO/ServerAgentと通信をしてネットワーク上の管理PCから本装置を監視するアプリ
ケーション「ESMPRO/ServerManager」、本装置のモジュールを管理する「ExpressUpdate
Agent」は「EXPRESSBUILDER」CD-ROMにバンドルされています。
この項では「ESMPRO/ServerAgent」、「ESMPRO/ServerManager」、「ExpressUpdate
Agent」が提供する機能や特長、ESMPRO/ServerAgentのセットアップができるまでの手
順について記載します。インストール方法や運用上の注意事項については、
「EXPRESSBUILDER」CD-ROMに格納されているドキュメントを参照してください。

ESMPRO/ServerManager、ServerAgentは、サーバシステムの安定稼動と、効率的なシステ
ム運用を目的としたサーバ管理ソフトウェアです。サーバリソースの構成情報・稼動状況を管
理し、サーバ障害を検出してシステム管理者へ通報することにより、サーバ障害の防止、障害
に対する迅速な対処を可能にします。 

ⓦ サーバ管理の重要性

サーバを管理する上で、「常に安定した稼働」と「管理に要する負担の軽減」は、重要な
キーワードといえます。

－ サーバの安定稼動

サーバの停止は、即、お客様の営業機会、利益の損失につながります。そのため、
サーバは常に万全の状態で稼動している必要があります。万が一サーバで障害が発
生した場合は、できるだけ早く障害の発生を知り、原因の究明、対処を行う必要が
あります。障害の発生から復旧までの時間が短ければ短いほど、利益(コスト)の損
失を最小限にとどめることができます。

－ サーバ管理の負担軽減

サーバ管理には多くの労力を必要とします。とくにシステムが大規模になったり、
遠隔地にあるサーバを使用しているとなればなおさらです。サーバ管理の負担を軽
減することは、すなわちコストダウン(お客様の利益)につながります。 

ⓦ ESMPRO/ServerManager、ServerAgentとは?

ESMPRO/ServerManager、ServerAgentは、ネットワーク上のiStorage NSシリーズを
管理・監視するサーバ管理ソフトウェアです。本製品を導入することにより、サーバの
構成情報・性能情報・障害情報をリアルタイムに取得・管理・監視できるほか、アラー
ト通報機能により障害の発生を即座に知ることができるようになります。

ESMPRO/ServerAgentは、本装置にインストールするアプリケーションです。
また、このアプリケーションは出荷時に本体のハードディスクドライブにイン
ストール済みで、再インストールの際も自動的にインストールされます。

ヒント

概　要



44　ESMPRO/ServerAgent, ServerManager 
ⓦ ESMPRO/ServerManager、ServerAgentの利用効果

ESMPRO/ServerManager、ServerAgentは、多様化・複雑化するシステム環境におけ
るさまざまなニーズに対して十分な効果を発揮します。

－ 障害の検出

ESMPRO/ServerAgentは、iStorage NSシリーズのさまざまな障害情報を収集し、
状態の判定を行います。装置で異常を検出した場合、ESMPRO/ServerManagerへ
アラート通報を行います。

－ 障害の予防

ESMPRO/ServerAgentは、障害の予防対策として、事前に障害の発生を予測する
予防保守機能をサポートしています。筐体内温度上昇や、ファイルシステムの空き
容量、ハードディスクドライブ劣化などを事前に検出できます。

－ 稼動状況の管理

ESMPRO/ServerAgentは、iStorage NSシリーズの詳細なハードウェア構成情報、
性能情報を取得できます。取得した情報はESMPRO/ServerManagerを通してどこ
からでも参照できます。

－ 分散したサーバの一括管理

ESMPRO/ServerManagerは、ネットワーク上に分散したサーバを効率よく管理で
きるGUIを提供します。

サーバ障害の検出
ESMPRO/ServerManager、ServerAgentは障害につながる異常を早期に検出し、リアルタイ
ムに障害情報を管理者へ通知します。 

ⓦ 早期に異常を検出

万一の障害発生時には、ESMPRO/ServerAgentが障害を検出し、ESMPRO/ServerManager
へ障害の発生を通報(アラート通報)します。ESMPRO/ServerManagerは、受信したアラート
をアラートビューアに表示するとともに、障害の発生したサーバ・サーバの構成要素の状態
色を変化させることにより、一目で障害箇所を特定できます。さらに障害内容や対処方法を
参照することにより、障害に対して迅速に対応できます。 

ⓦ 通報される障害の種類

ESMPRO/ServerAgentで通報される代表的な障害には、次のようなものがあります。

通報区分 通報内容

CPU CPU温度しきい値オーバーの検出

メモリ ECC 1 ビットエラーの検出など

マザーボード 電圧低下など

温度 筐体内温度上昇など

ファン ファン故障（回転数低下）など

ストレージ ファイルシステム使用率・ハードディスクドライブ劣化

LAN 回線障害しきい値オーバー・送信リトライ、送信アボート
しきい値オーバーなど
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サーバ障害の予防
ESMPRO/ServerAgentは、障害の予防対策として事前に障害の発生を予測する予防保守機能
をサポートしています。

ESMPRO/ServerManager、ServerAgentは、サーバの各リソースに対して「しきい値」を設定
できます。設定したしきい値を超えると、ESMPRO/ServerAgentは、ESMPRO/ServerManager
へアラートを通報します。
予防保守機能は、ハードディスクドライブ、筐体内温度、CPU使用率などさまざまな監視項
目に対して設定できます。

サーバ稼動状況の管理

ESMPRO/ServerAgentは、サーバのさまざまな構成要素を管理・監視します。ESMPRO/
ServerAgentが管理・監視する情報は、ESMPRO/ServerManagerの画面から参照できます。
また、ハードディスクドライブ・CPU・メモリ・ファン・電源・温度といった、サーバの信
頼性を高いレベルで維持するために必要なものはすべて管理・監視します。

本装置での機能の使用可否は下記の表の通りです。

* ESMPRO/ServerManagerの画面には表示されない機能です。

機能名 可否 機能概要

ハードウェア ○ ハードウェアの物理的な情報を表示する機能です。
メモリバンク ○ メモリの物理的な情報を表示する機能です。
装置情報 ○ 装置固有の情報を表示する機能です。
CPU ○ CPUの物理的な情報を表示する機能です。

システム ○ CPUの論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。
メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。

I/Oデバイス ○ I/Oデバイス (フロッピーディスクドライブ、シリアル
ポート、パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ)
の情報参照をする機能です。

システム環境 ○ 温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。
温度 ○ 筐体内部の温度を監視する機能です。
ファン ○ ファンを監視する機能です。
電圧 ○ 筐体内部の電圧を監視する機能です。
電源 Ｘ 電源ユニットを監視する機能です。
ドア Ｘ Chassis Intrusion（筐体のカバー /ドアの開閉）を監視す

る機能です。
ソフトウェア ○ サービス、ドライバ、OS の情報を参照する機能です。
ネットワーク ○ ネットワーク(LAN) に関する情報参照やパケット監視を

する機能です。
拡張バスデバイス Ｘ 拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。
BIOS ○ BIOSの情報を参照する機能です。
ローカルポーリング ○ ESMPRO/ServerAgent が取得する任意のMIB項目の値

を監視する機能です。
ストレージ ○ ハードディスクドライブなどのストレージ機器やコント

ローラを監視する機能です。
ファイルシステム ○ ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能です。
ディスクアレイ ○ オンボードのRAID コントローラ（LSI Embedded

MegaRAIDTM）を監視する機能です。
その他 * ○ Watch Dog Timer によるOSストール監視をする機能です。

Ｘ OS STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。
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ESMPRO/ServerAgentは、本装置とESMPRO/ServerManager（管理PC）との間でエージェ
ント（代理人）の役割をするユーティリティです。
ESMPRO/ServerAgentは購入時、本装置のハードディスクドライブにインストール済みで
す。
また、再インストールのときも自動的にインストールされます。

セットアップを始める前に
セットアップの前に必ずお読みください。

ESMPRO/ServerAgent を動作させるためにはTCP/IP とTCP/IP 関連コンポーネントの
SNMPの設定が必要です。
TCP/IPおよび SNMPの設定には「リモートデスクトップ」を使用します。
リモートデスクトップについては1章の「本装置への接続」（18ページ）を参照してください。

TCP/IPの設定

管理PCからリモートデスクトップ接続を行いTCP/IPの設定を行います。

SNMPサービスの設定

リモートデスクトップ接続を使用して本装置にログオンし、SNMPの設定をします。

1. 管理PCからリモートデスクトップにて本装置へ接続する。

2. Administrator権限を持つユーザーでログオンする。

3. ［コントロールパネル］の［管理ツール］をダブルクリックする。

4. ［管理ツール］の［サービス］を起動する。

5. サービス一覧から［SNMP Service］を選択し、［操作］メニューの［プロパ
ティ］を選択する。

［SNMPのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

[AMIディスクアレイ]ツリーの表示について
本装置では、[AMIディスクアレイ]の監視対象のRAIDコントローラは接続さ
れないため、[AMIディスクアレイ]にディスクアレイの情報は表示されませ
ん。

重要

ESMPRO/ServerAgent
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6. ［トラップ］プロパティシートの［コミュニティ名］ボックスに「public」と入力
し、［一覧に追加］をクリックする。

7. [トラップ送信先]の[追加]をクリックし、[IPホストまたはIPXアドレス]ボックスに
送信先のESMPRO/ServerManagerマシンのIPアドレスを入力後、[追加]をク
リックする。

トラップ送信先に指定されているIPアドレス（またはホスト名）をマネージャ通報
（TCP/IP）の設定でも指定した場合、重複していることを警告するメッセージが表
示されます。

8. [セキュリティ ]プロパティシートを表示し、以下の設定をする。

－ 「受け付けるコミュニティ名」に手順6で入力したコミュニティを追加

－ その権利を「読み取り、作成」（「READ CREATE」）または「読み取り、書き
込み」（「READ WRITE」）に設定

－ 「すべてのホストからSNMPパケットを受け付ける」を選択

特定のホストからのSNMPパケットのみ受信するように設定する場合

「これらのホストからSNMPパケットを受け付ける」を選び、パケットを受信するホ
ストのIPアドレスとESMPRO/ServerAgentをインストールするサーバのIPアドレ
スとループバックアドレス（127.0.0.1）を指定する。 

ⓦ ESMPRO/ServerManager側の設定で受信するトラップのコミュニ
ティをデフォルトの「＊」から変更した場合は、ESMPRO/
ServerManager側で新しく設定したコミュニティ名と同じものを入力
します。このとき、双方のコミュニティ名を一致させないとESMPRO/
ServerAgentからのトラップがESMPRO/ServerManagerに正しく
表示されません。 

ⓦ ESMPRO/ServerAgentからのトラップがESMPRO/
ServerManagerに正しく受信されるためには、双方のコミュニティ名
が一致する必要があります。

重要

この設定では、指定されているIPアドレス（またはホスト名）のESMPRO/
ServerManagerに、アラートが重複して通報されます。重要  

ⓦ 手順6で「public」以外のコミュニティ名を入力した場合は、「受けつけ
るコミュニティ名」にもその値を追加してください。 

ⓦ 「受け付けるコミュニティ名」の権利を「読み取り、作成」(「READ
CREATE」)または「読み取り、書き込み」(「READ WRITE」)以外
の権利に設定すると、ESMPRO/ServerManagerからの設定や監視が
できなくなります。

重要

RAIDコントローラを接続可能な機種の場合、ループバックアドレス
(127.0.0.1)を指定しないと、RAIDコントローラの監視ができなくなりま
す。

重要
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特定コミュニティからのSNMPパケットのみ受信するように設定する場合

SNMPパケットを受けつけるコミュニティ名をデフォルトの「public」から変更す
る。

9. ネットワークの設定を終了する。 

ⓦ コミュニティ名を変更した場合は、[コントロールパネル]から
ESMPRO/ServerAgentのコミュニティ変更登録を行う必要がありま
す。コミュニティの変更登録には[全般]タブの[SNMPコミュニティ ]リ
ストボックスを使います。 

ⓦ ESMPRO/ServerManagerからのSNMPパケットをESMPRO/
ServerAgent側で正しく受信できるようにするためにはESMPRO/
ServerManager側の設定の送信コミュニティ名とESMPRO/
ServerAgent側のSNMPサービスが受信するコミュニティ名を同じに
してください。

重要

 

ⓦ ESMPRO/ServerAgentの動作にはSNMPサービスが必須です。
ESMPRO/ServerAgentをインストールした後にSNMPサービスを削
除してしまった場合は、SNMPサービスをインストール後、
ESMPRO/ServerAgentを再インストールしてください。 

ⓦ 他社製ソフトウェアの中には、SNMPサービスの設定を変更してしまう
ものがあります。このようなソフトウェアがインストールされている状
態で、ESMPRO/ServerAgentをインストールすると、ESMPRO/
ServerAgentのサービスが正常に動作できない場合があります。この
ような場合は、SNMPサービスを削除して、SNMPサービスを再イン
ストールしください。その後、ESMPRO/ServerAgentと他社製ソフ
トウェアを再インストールしてください。 

ⓦ 運用中にSNMPサービスの設定変更を行った場合、LSI社製RAIDコン
トローラの監視ができなくなる場合があります。このような場合は、
「ESM AMI Service」、「ESMDiskArray」を再起動してください。

重要
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ESMPRO/ServerAgentのセットアップ
インストールされたESMPRO/ServerAgent の各種設定は出荷時のままです。
設定を変更するにはリモートデスクトップを使用します。

リモートデスクトップを使用して本装置にログオンします。

1. 管理PCからリモートデスクトップにて本装置へ接続する。

2. Administrator権限を持つユーザでログオンする。

3. [スタート]から[設定]-[コントロールパネル]をクリックする。

［コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル］の［ESMPRO
ServerAgent］アイコンをダブルクリックす
るとプロパティダイアログボックスが表示
されます。ダイアログボックス内の各シート
にある設定を使用する環境に合わせてくだ
さい。

補足説明

運用時の注意事項や補足説明がオンラインドキュメントで説明されています。
添付の「EXPRESSBUILDER」CD-ROM内のオンラインドキュメント「ESMPRO/ServerAgent
FAQガイド（よくある質問について）」を参照してください。
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管理用PC上でESMPRO/ServerManager を使用すると、リモートで本装置を管理・監視、モ
ジュール管理、RAIDシステムの管理・監視を行えます。この機能を使用するためには、各種
本体用バンドルソフトウェアを本装置にインストールする必要があります。
管理用PC へのESMPRO/ServerManagerのインストール方法や設定の詳細についてはオン
ラインドキュメント、またはESMPROのオンラインヘルプをご覧ください。

装置のファームウェアやソフトウェアなどのバージョン管理や更新を行うことができます。
ESMPRO/ServerManagerによって、自動的にダウロードした装置の更新パッケージを、シス
テムを停止せずに簡単に適用できます。
ExpressUpdate Agentの機能やインストール方法についての詳細はEXPRESSBUILDER内の
「インストレーションマニュアル」を参照してください。

ESMPRO/ServerManager

ESMPRO/ServerManagerの使用にあたっての注意事項や補足説明がオンライ
ンドキュメントで説明されています。添付の「EXPRESSBUILDER」CD-ROM
内のオンラインドキュメント「ESMPRO/ServerManagerインストレーション
ガイド」を参照してください。

ヒント

ExpressUpdate Agent

ExpressUpdateに未対応のファームウェアまたはソフトウェアの更新パッ
ケージが提供されることがあります。これらの更新パッケージの適用に関し
てはPCサーバサポート情報（http://support.express.nec.co.jp/
istorage/index.php）を参照してください。

重要
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Universal RAID Utility
Universal RAID Utilityは、オンボードのRAIDコントローラ（LSI Embedded MegaRAIDTM）
の管理、監視を行うアプリケーションです。
Universal RAID Utilityのインストールおよび操作方法、機能については、添付の
EXPRESSBUILDERに収録している「Universal RAID Utility Ver2.3 ユーザーズガイド」を
参照してください。 

ⓦ ユーザーズガイドのインストール、アンインストールに関する記載につ
いて

EXPRESSBUILDERに収録している「Universal RAID Utility
Ver2.3ユーザーズガイド」には、Universal RAID Utilityのインストー
ル、アンインストールについて記載しています。これらの記述は、
iStorage NSシリーズには該当しないので注意してください。

iStorage NSシリーズでは、Universal RAID Utilityは工場出荷時にイ
ンストールした状態で出荷しています。とくにインストールする必要は
ありません。

また、Universal RAID Utilityは、iStorage NSシリーズのRAIDシス
テムを管理するために必須のユーティリティです。アンインストールし
ないでください。もし、誤ってアンインストールしてしまった場合、
iStorage NSシリーズのバックアップDVD-ROMを使用してシステム
ごと再インストールする必要があります。 

ⓦ ESMPRO/ServerManagerからの監視について

ESMPRO/ServerManagerからRAIDシステムを監視する場合、
ESMPRO/ServerManager Ver. 5.2以降を使用してください。

ESMPRO/ServerManager Ver. 5.2以前ではRAIDシステムを監視
することができません。

重要
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チーミング設定
ネットワークアダプタおよびネットワークボードのチーミング設定を行う手順を説明します。

標準装備のネットワークアダプタのリンク速度とデュプレック
スの設定

1. デバイスマネージャを起動する。

2. ネットワークアダプタを展開し、[Intel ® 82574L Gigabit Network
Connection]をダブルクリックする。

ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスが表示されます。

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をハブの設定値と同じ値
に設定する。

4. ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスの[OK]をクリックする。

5. システムを再起動する。

以上で完了です。
また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。［ネットワークとダイ
ヤルアップ接続］からローカルエリア接続のプロパティダイアログボックスを表示させて行い
ます。

ネットワークドライバのセットアップ 

ⓦ 標準装備のLANポートに対するネットワークドライバは、自動的にイン
ストールされますが、リンク速度とデュプレックスの設定が必要です。
また、IPアドレスを設定する際、[インター ネットプロトコル(TCP/IP)]
のチェックボックスが外れている場合、チェックを付けてからIP アドレ
スの設定を行ってください。 

ⓦ LANのドライバおよびPROSetに関する操作は、必ず本体装置に接続さ
れたコンソールから管理者権限（Administrator 等）でログオンして実
施してください。OSのリモートデスクトップ機能又はその他の遠隔操
作ツールを使用しての作業はサポートしておりません。

チェック
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WOLのセットアップ
以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。

1. デバイスマネージャを起動する。

2. ネットワークアダプタを展開し、以下のネットワークアダプタをダブルクリッ ク
する。

[Intel ®82574L Gigabit Network Connection]

ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスが表示されます。

3. ［電力の管理］タブを選択し、［Wake On Lan］内のの設定項目を下記の表の
WOL設定に設定変更する。

4. ネットワークアダプタのプロパティの[OK]をクリックする。

5. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。

設定項目
WOL を使用する場合

(初期設定 )
WOL を使用しない場合

－ "Wake On Directed Packet" OFF OFF
－ "Wake On Magic Packet" OFF OFF
－ " 電源オフ状態からのWake On Magic Packet" ON OFF
－ "Wake on Link" OFF OFF
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本装置がサポートするオプションネットワークボードは以下のとおりです。

1000BASE : N8104-122/126

オプションのネットワークボード(N8104-122/126)のリン
ク速度とデュプレックスの設定方法

1. デバイスマネージャを起動する。

2. ネットワークアダプタの[Intel R PRO/1000 ～]をダブルクリックする。

[Intel R PRO/1000 ～］のプロパティが表示されます。

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をハブの設定値と同じ値
に設定する。

4. プロパティダイアログボックスの[OK]をクリックする。

5. システムを再起動する。

以上で完了です。

オプションのネットワークボード
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チームのセットアップ
チームを作成、削除する場合は下記の手順を参照して行ってください。

チームのセットアップ手順

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチングハブをLANケーブルで
接続する。

2. ［デバイスマネージャ］を起動する。

3. ［ネットワークアダプタ］を展開し［Intel(R)～］をダブルクリックする。

4. ［チーム化］のタブを選択し、［その他のアダプタとチーム化する］にチェックを入
れ［新規チーム］をクリックする。

5. チームの名前を入力後、［次へ］をクリックする。

6. チームに含めるアダプタをチェックし、［次へ］をクリックする。

7. チームタイプの選択で、設定するチームタイプ選択して[次へ]をクリックする。

8. [完了]をクリックする。

チームのプロパティが表示されます。

9. チームのプロパティで「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。

10. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を
行う。

－ プライマリ設定
プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックす
る。

－ セカンダリ設定
セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックす
る。

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[OK]をクリックして画面を閉じてください。 

ⓦ チームの機能、標準装備のネットワークアダプタとLANボードとのチー
ムの組み合わせ、その他注意事項については下記URLの[増設LAN ボー
ド関連]をクリックして表示されるテクニカルガイドに記載しています
ので、必ず確認してください。

http://support.express.nec.co.jp/pcserver/category/
spec.html 

ⓦ チームのタイプを変更する場合、必ず<チームの削除手順>に従ってチー
ムを削除し、再セットアップしてください。
PROSetのチームタイプ変更機能を使用しないでください。

重要

対応しているチームタイプは以下のとおりです。 

ⓦ アダプタ フォルト トレランス 

ⓦ アダプティブ ロード バランシング 

ⓦ 静的リンク アグリゲーション 

ⓦ スイッチ フォルト トレランス

重要
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11. [設定]タブ中の[スイッチのテスト]をクリックする。

[スイッチのテスト]画面が表示されます。

12. [テストの実行]をクリックして実行する。

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。

13. システムを再起動する。

以上で完了です。

チームの削除手順

1. [デバイスマネージャ]を起動する。

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。

3. [設定]タブを選択して[チームの削除]をクリックする。

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを
確認する。

6. システムを再起動する。

以上で完了です。

プライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。

1）チームのアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。

2）[チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカ
ンダリを確認する。

ヒント

[テストの実行]を行う前に、[設定]タブにてアダプタのステータスが"有効"また
は"スタンバイ"であることを確認してからテストを実行してください。実行し
た結果、および問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。エラー
が表示された場合、メッセージを参照し接続しているスイッチングハブの設定
を変更してください。

チェック

 

ⓦ アダプティブロードバランシング(ALB)を使用する場合は、スイッチン
グハブ(L2)にのみ接続でき ます。 

ⓦ マザーボードまたはLANボードを交換する場合は、必ず<チームの削除
手順>にしたがって チームを削除し、交換後にチームを再作成してくだ
さい。

重要
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エクスプレス通報サービス/エクスプ
レス通報サービス(HTTPS)

エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)に登録することにより、シス
テムに発生する障害情報（予防保守情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自
動通報することができます。
本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知することや、障害発生時に迅
速に保守を行うことができます。

エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)を有効にするには、以下の契
約等が必要となりますので、あらかじめ準備してください。 

ⓦ 本体装置のハードウェアメンテナンスサービスの契約、またはエクスプレス通報サービ
ス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)の契約

本体のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サー
ビス(HTTPS)のみの契約がお済みでないと、エクスプレス通報サービス/エクスプレス通
報サービス(HTTPS)はご利用できません。契約内容の詳細については、お買い求めの販
売店にお問い合わせください。 

ⓦ 開局にあたって

エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)を開局する際には、ご契
約毎のご契約情報を記録した「エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス
(HTTPS)開局キーファイル」を、通報対象の装置に適用する必要があります。
「エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)開局キーファイル」は、
弊社での開局準備ができ次第、エクスプレス受付センターから提供致します。ファイル
の提供とその適用方法には、以下の2通りの方法があります。

1. ネットワーク経由でダウンロード

エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)をNECサポート
パック登録ホームページ、またはお客様登録のWebサイトからお申し込みの場合、
お申し込みの手続きを実施いただき、弊社での開局準備完了後、「エクスプレス通報
サービス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)開局キーファイル」をダウンロードで
きます。ダウンロード後、インストレーションガイドに従い、「エクスプレス通報
サービス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)開局キーファイル」を設定してくださ
い。

2. エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)の通報開局CD

エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス(HTTPS)を製品同梱の申込
用紙、または契約書で申し込みされた場合、お申し込み内容を確認し、弊社での開
局準備完了後、エクスプレス受付センターより、「エクスプレス通報サービス/エク
スプレス通報サービス(HTTPS)開局キーファイル」を格納した「通報開局CD」を送
付いたします。お申し込み手続き後しばらくお待ちください。「通報開局CD」到着
後、インストレーションガイドに従って設定してください。

セットアップに必要な契約
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装置情報収集ユーティリティ
装置情報収集ユーティリティは本装置にインストールするソフトウェアです。保守時や障害時
などにサーバの各種情報を採取することができます。「EXPRESSBUILDER」CD-ROMからイ
ンストールすることができます。

ここでは、個別にインストールする場合の手順を説明します。

1. OSが起動した後、「EXPRESSBUILDER」CD-ROM を光ディスクドライブに挿
入する。

2. オートランで表示されるメニューから［ソフトウェアをセットアップする］－［装
置情報収集ユーティリティ］の順にクリックする。

本ユーティリティのインストールを開始します。
以降はダイアログボックス中のメッセージに従ってインストールしてください。
(デフォルトでは、システムドライブ:¥ezclctフォルダにインストールされます。)

本ユーティリティのサポート対象OSは次の通りです。
－ Windows Storage Server 2008チェック

インストール 

ⓦ アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムにログインし
てください。 

ⓦ インストール先ドライブの空き容量が「2.5GB」以上必要です。

重要
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本ユーティリティのインストールフォルダ配下の¥stdclct¥collect.exeを実行してください。
stdclctフォルダ配下にlogフォルダが作成され、本装置の各種情報が圧縮ファイル(zip形式)で
格納されます。

コントロールパネルから「プログラムの追加と削除」－「Product Info Collection Utility
(Vx.x.x)」を選んでください。以降はダイアログボックス中のメッセージに従ってアンインス
トールしてください。

使用方法

アンインストール
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EXPRESSBUILDER
EXPRESSBUILDERは、本装置を保守・管理するための統合ソフトウェアです。

本体の光ディスクドライブに「EXPRESSBUILDER」CD-ROMをセットして、電源をONにす
ると起動します。

起動方法には管理PCと本体の接続の状態により、次の2つの方法があります。 

ⓦ 本体にコンソールを接続して実行する。 

ⓦ ダイレクト接続（COM）された管理PCから実行する。

装置にコンソール（キーボード、マウス、ディスプレイ）を接
続しての起動

次の手順に従って起動してください。

1. 本体にキーボードとディスプレイ装置を接続する。

2. 本体の光ディスクドライブに「EXPRESSBUILDER」CD-ROMをセットする。

3. 本体の電源をOFF/ONしてシステムを再起動する。

再起動後、画面上に以下のメニューが表示されます。

4. Tool menu（Normal mode）を選択します。

起動方法

WindowsがインストールされているPCに「EXPRESSBUILDER」CD-ROMを
セットすると、管理アプリケーションのインストールやドキュメントの閲覧が
できる「マスターコントロールメニューが表示されます。マスターコントロー
ルメニューについては、この章のはじめに記載しています。併せて参照してく
ださい。

ヒント

 

ⓦ 本体にコンソール（キーボード、マウス、ディスプレイ）を接続して起
動する場合は、Tool menu(Normal mode)を、ダイレクト接続（COM）
された管理PCから起動する場合はTool menu(Redirection mode)を選択
します。 

ⓦ 管理PCを接続するには、BIOS設定をデフォルトから変更する必要があ
ります。BIOS設定については、「システムBIOS(SETUP)のセットアッ
プ」（108ページ）を参照してください。

ヒント

Boot selection

Tool menu(Normal mode)

Tool menu(Redirection mode)
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ダイレクト接続（COM）された管理PCからの起動
次の手順に従って起動してください。また、接続する管理PCにWindowsハイパーターミナル
がインストールされていることを確認してください。

1. 5章の「システムBIOS(SETUP)のセットアップ」（108ページ）を参照してロー
カルコンソールからシステムBIOS SETUPユーティリティを起動する。

2. 「Advanced」→「Peripheral Configuration」メニューを選択し、以下のように
設定する。

［Serial Port A］ ：Enabled
［Base I/O Address］ ：3F8
［Interrupt］ ：IRQ 4

3. 「Server」→「Console Redirection」メニューを選択し、以下のように設定す
る。
［Console Redirection］ ：Serial Port A
［Baud Rate］ ：19.2K
［Flow Control］ ：XON/XOFF
［Terminal Type］ ：PC ANSI
［Continue Redirection after POST］：Enabled
［Remote Console Reset］ ：Disabled

4. 「Exit」メニューで設定値を保存して、システムBIOS SETUPユーティリティを終
了する。

BIOSの設定を間違えると、CD-ROMから起動しない場合があります。
EXPRESSBUILDERを起動できない場合は、BIOS SETUPユーティリティ
を起動して以下の通りに設定してください。
「Boot」メニューでブートデバイスを以下の順に変更する。

(1) [USB CDROM]
(2) [IDE CD]
(3) [USB FDC]
(4) [USB KEY]
(5) [IDE HDD]
(6) [PCI SCSI]
(7) [USB HDD]
(8) [PCI BEV]

重要

以下に示す手順1から手順4はハイパーターミナルを使った通信ができるよう
にするために必要な本体側のセットアップです。すでに設定されている場合
は、これらの手順を行う必要はありません。
ただし、いったん設定した内容は同様の手順で設定し直さない限り変更されな
いため、無停電電源装置（UPS）などと本製品を接続して通信・制御をする場
合は、UPSと通信するために最適な設定値に戻す必要があります（UPSとの通
信のために最適な設定値については、UPS に添付の説明書を参照してくださ
い）。

ヒント

 

ⓦ Console Redirectionを「Serial Port A」とした状態ではUPS利用
時のCOM通信をシリアルポートAで行うことはできません。 

ⓦ BIOS Redirection Portを「Serial Port B」としてコンソールリダイ
レクションを行う場合は、オプションの増設RS-232Cコネクタキット
を使用してください。

重要
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5. 本体の電源をOFFにする。
「POWER/SLEEPスイッチ（電源のON/OFF）」（15ページ）を参照してください。

6. 本体のシリアルポート（COM）に管理PCをダイレクト接続する。

7. 管理PCのハイパーターミナルを起動する。

［スタート］をクリックし、［プログラム］をポイントします。
次に［アクセサリ］ー［通信］ー［ハイパーターミナル］の順にポイントし、［ハイ
パーターミナル］をクリックします。

8. ハイパーターミナルの設定をする。

［接続の設定］→［モデムの構成］
－ ビット/秒 ：19200
－ データビット ：8
－ パリティ ：なし
－ ストップビット ：1
－ フロー制御 ：Xon/Xoff

［設定］
－ ファンクションキー、方向キー、Ctrlキーの使い方：ターミナルキー
－ エミュレーション ：自動検出
－ TelnetターミナルID ：ANSI
－ バッファの行数 ：500
－ 接続／切断時に音を鳴らす ：チェックなし

［設定］→［ASCIIの設定］
－ 行末に改行文字をつける ：チェックなし
－ ローカルエコーする ：チェックなし
－ TelnetターミナルID ：ANSI
－ ディレイ（行） ：0
－ ディレイ（文字） ：0
－ 着信データに改行文字を付ける：チェックなし
－ 着信データを強制的に7ビットASCIIにする：チェックなし
－ 右端で折り返す ：チェックなし

9. 本体の光ディスクドライブに「EXPRESSBUILDER」CD-ROMをセットする。

10. 本体の電源をOFF/ONしてシステムを再起動する。

再起動後、管理PCの画面上に以下のメニューが表示されます。

11. Tool menu(Redirection mode)を選択します。

Boot selection

Tool menu(Normal mode)

Tool menu(Redirection mode)
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「EXPRESSBUILDER」CD-ROMを本装置の光ディスクドライブにセットして起動すると、
以下のようなメニューが起動します。

① Tool menu(Normal mode)

本項目を選択すると、ツールメニューが起動します。

このメニューから、以下のような保守/設定用の機能を起動することができます。各
機能の詳細については、保守ツールの章を参照してください。

a) Maintenance Utility
オフライン保守ユーティリティを起動します。

b) RAID Setting
RAIDシステムのコンフィグレーション機能を起動します。

c) BIOS/FW Updating
システムBIOSをアップデートします。

d) ROM-DOS Startup FD
ROM-DOS起動用サポートディスクを作成します。

e) Test and diagnostics
システム診断を起動します。

f) System Management
システムマネージメント機能を起動します。

② Tool menu(Redirection mode)

本項目は、BIOSコンソールリダイレクション機能を使用して、コンソールレスにて
操作する場合にのみ選択してください。

各メニューの起動について

Boot selection

Tool menu(Normal mode)....................①

Tool menu(Redirection mode)...............②
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このメニューから起動できる機能は、①のメニューから起動できるものと同等です。

リモートKVM機能を使用しているときは、本項目ではなく①の項目を選択し
てください。チェック
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保守ツール
保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析、設定等を行うためのツールです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
次の手順に従って保守ツールを起動します。

1. 周辺機器、本装置の順に電源をONにする。

2. 本装置の光ディスクドライブへ「EXPRESSBUILDER」CD-ROMをセットする。

3. CD-ROMをセットしたら、リセットする（<Ctrl> + <Alt> + <Delete>キーを押
す）か、電源をOFF/ONしてExpressサーバを再起動する。

CD-ROMから以下のようなメニューが起動します。

4. ローカルコンソールを使用する場合は「Tool menu (Normal mode)」を、コン
ソールレスで使用する場合は「Tool menu (Redirection mode)」を選択する。
（コンソールレスについてはこの後の「コンソールレス」を参照してください。）

以下に示すツールメニューを表示します。

5. 各ツールを選択し、起動する。

本書内の説明、および各種ツールのメッセージにおいてフロッピー
ディスクに関する記述がありますが、本製品はフロッピーディスクド
ライブを内蔵していません。オプションの Flash FDD を使用するか、
USB FDD をお持ちの方はUSB FDDを使用してください。

保守ツールの起動方法

Tool menu (Normal mode):
ローカルコンソールでツールを
使用する場合に選択します。

Tool menu (Redirection mode):
コンソールレスでツールを使用する
場合に選択します。

ローカルコンソールを使用した場合 コンソールレスの場合
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保守ツールでは以下の機能を実行できます。 

ⓦ Maintenance Utility

Maintenance Utilityではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。
ESMPROが起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ
リティを使って障害原因の確認ができます。

オフライン保守ユーティリティを起動すると、以下の機能を実行できます。

－ BIOSセットアップ情報の表示

BIOSの現在の設定値をテキストファイルへ出力します。

－ システム情報の表示

プロセッサ(CPU)やBIOSなどに関する情報を表示したり、テキストファイルへ出力
したりします。

－ システム情報の管理

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退避）をします。バックアップを行
うことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できます。

－ HWログ情報の表示

HWログ等の情報を表示したり、テキストファイルへ出力したりします。 

ⓦ RAID Setting

本装置のRAIDシステムのコンフィグレーションを行えます。

保守ツールの機能

オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用するプログラムです。オ
フライン保守ユーティリティを起動するとメニュー中にヘルプ（機能や操作方
法を示す説明）がありますが、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリ
ティの操作を熟知している保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従っ
て操作してください。

重要
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ⓦ BIOS/FW Updating

「各種BIOS/FWのアップデートモジュール」を使用して、本装置のBIOS/FW（ファームウェア）
をアップデートすることができます。「各種BIOS/FWのアップデートモジュール」については次
のホームページに詳しい説明があります。

http://support.express.nec.co.jp/istorage/

各種BIOS/FWのアップデートを行う手順は、配布される「各種BIOS/FWのアップデートモ
ジュール」に含まれる「README.TXT」に記載されています。記載内容に従ってアップデート
を行ってください。「README.TXT」はWindowsのメモ帳などで読むことができます。 

ⓦ ROM-DOS　Startup FD

ROM-DOSシステムの起動用サポートディスクを作成します。 

ⓦ Test and diagnostics

Test and diagnostics（システム診断）では本体上で各種テストを実行し、本体の機能および本
体と拡張ボードなどとの接続を検査します。システム診断を実行すると、本体に応じてシステム
チェック用プログラムが起動します。69ページを参照してシステムチェック用プログラムを操
作してください。 

ⓦ System Management

BMC（Baseboard Management Controller）による通報機能や管理PCからのリモート制御機
能を使用するための設定を行います。

本装置ではサポート対象外の機能です。

BIOS/FWのアップデートプログラムの動作中は本体の電源をOFFにしない
でください。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなく
なります。

重要
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保守ツールは、本体にキーボードなどのコンソールが接続されていなくても各種セットアッ
プをダイレクト接続（COM）された管理用コンピュータ（管理PC）から遠隔操作すること
ができる「コンソールレス」機能を持っています。

起動方法
ダイレクト接続（COM）された管理PCからWindowsハイパーターミナルを使用して実行し
ます。起動方法の手順については、「起動方法」（60ページ）を参照してください。

コンソールレス 

ⓦ 本装置以外のコンピュータおよび他のExpress5800シリーズに使用し
ないでください。故障の原因となります。 

ⓦ コンソールレスでは、「Boot selection」メニュー中の「Tool
menu(Redirection mode)」を選択して下さい。その他を選択しても
管理PCには表示しません。 

ⓦ コンソールレス機能を使用する場合は、以下のBIOS設定情報の変更が
必要になります。「Server」メニューの「Console Redirection」の
「Console Redirection」を「Serial port A」に変更する。なお、設
定変更を行う際はコンソール（キーボード、マウス、ディスプレイ）が
必要となります。

重要

 

ⓦ BIOSセットアップユーティリティのBootメニューで起動順序を変えな
いでください。光ディスクドライブが最初に起動するようになっていな
いと使用できません。 

ⓦ BIOSセットアップユーティリティを通常の終了方法以外の手段（電源
OFFやリセット）で終了するとリダイレクションが正常にできない場合
があります。その場合は再度設定を行ってください。 

ⓦ Windows Server 2008でCOMのダイレクト接続を行う場合は、デ
バイスマネージャでCOMポートを「無効」に設定してリブートを実施
してください。

重要
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システム診断
システム診断は装置に対して各種テストを行います。
「EXPRESSBUILDER」の「Tool menu」から「Test and diagnostics」を選択して診断してください。

システム診断には、次の項目があります。 

ⓦ 装置に取り付けられているメモリのチェック 

ⓦ CPUキャッシュメモリのチェック 

ⓦ システムとして使用されているハードディスクドライブのチェック

システム診断には、装置に直接接続されたコンソール（キーボード）を使用する方法と、シリアル
ポート経由で接続されている管理PCのコンソールを使用する方法（コンソールレス）があります。
それぞれの起動方法は次のとおりです。

1. シャットダウン処理を行った後、装置の電源をOFFにし、電源コードをコンセントから抜
く。

2. 装置に接続しているLANケーブルをすべて取り外す。

3. 電源コードをコンセントに接続し、装置の電源をONにする。

4. 「EXPRESSBUILDER」CD-ROMを使ってシステムを起動する。

システム診断の内容

システム診断を行う時は、必ず装置に接続しているLANケーブルを外してくだ
さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすお
それがあります。

ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いませ
ん。

システム診断の起動と終了

コンソールレスを使用して起動する場合は、BIOSとターミナルソフトウェア
のボーレートを19200ビット/秒に設定してください。

重要

ヒント

重要
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5. 本装置のコンソールを使用して起動する場合は「Tool menu（Normal mode）」
を、コンソールレスで起動する場合は「Tool menu（Redirection mode）」を選
択する。

システムによっては、Language selectionメニューが表示される場合がありま
す。Language selectionメニューが表示された場合は「Japanese」を選択し
ます。
また、“Hit any key.”というメッセージが表示される場合があります。表示さ
れた場合、何かキーを押してください。

チェック

シリアルコンソールにWindowsのハイパーターミナルを使用される場合に
は、以下の設定が必要です。

＜Windows XPでの例＞

① ハイパーターミナルの画面上部にある、選択項目からファイル配下の
プロパティを選択し、接続のプロパティを開いてください。

② 接続プロパティの設定タブにて、[ASCⅡ設定]画面を開き[右側で折
り返す]のチェックを外してください。

重要
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6. TOOL MENUの「Test and diagnostics」を選択する。

Test and diagnosticsの「End-User Mode」を選択してシステム診断を開始します。
約3分で診断は終了します。
診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。

試験タイトル
診断ツールの名称およびバージョン情報を表示します。

試験ウィンドウタイトル
診断状態を表示します。試験終了時にはTest Endと表示します。

試験結果
診断開始・終了・経過時間および終了時の状態を表示します。

ガイドライン
ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。

試験簡易ウィンドウ
診断を実行した各試験の結果を表示します。カーソル行で<Enter>キーを押すと試
験の詳細を表示します。

システム診断でエラーを検出した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が
赤く反転表示し、右側の結果に「Abnormal End」を表示します。
エラーを検出した試験にカーソルを移動し<Enter>キーを押し、試験詳細表示に出
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会
社に連絡してください。

試験タイトル

試験ウィンドウ
タイトル

試験結果

試験簡易
ウィンドウ

ガイドライン
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従い<Esc>キーを押す。

以下のエンドユーザーメニューを表示します。

<Test Result>
前述の診断終了時の画面を表示します。

<Device List>
接続されているデバイス一覧情報を表示します。

<Log Info>
試験ログを表示します。試験ログを保存することができます。試験ログを保存する
場合は、FATフォーマット済みのリムーバブルメディアをセットし、<Save(F)>を
選択してください。

<Option>
オプション機能が利用できます。

<Reboot>
システムを再起動します。

8. 上記エンドユーザーメニューで<Reboot>を選択する。

再起動し、システムがEXPRESSBUILDERから起動します。

9. EXPRESSBUILDERを終了し、光ディスクドライブからCD-ROMを取り出す。

10. 装置の電源をOFFにし、電源コードをコンセントから抜く。

11. 手順2で取り外したLANケーブルを接続し直す。

12. 電源コードをコンセントに接続する。

以上でシステム診断は終了です。
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